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はじめに〜研究の目的
　大学の授業で絵本を取り上げることが多いが、ほとんどの学生が知っている絵本に出会うこ
とがしばしばある。その筆頭は『ぐりとぐら』１である。月刊絵本「こどものとも」1963年12
月号として出版されて以来、50年以上にわたって読み継がれてきた。だが、出版当初から『ぐ
りとぐら』を知っている子どもや家庭はそれほど多くなかった。この頃の子どもの本棚にはど
んな絵本が並んでいたのだろうか。
　筆者は昭和32（1957）年〜昭和47（1972）年の名古屋市内の私立幼稚園（現在は廃園）にお
いて入園時に実施された「園児生活調査」約500名分を入手した。調査票２は家族構成などの他、
生育歴や環境、家庭の育児方針や園児の生活全般にわたる質問約100項目で構成されている。
　日本の高度経済成長は昭和30（1955）年の神武景気に始まり昭和48（1973）年のオイルショッ
クをもって終結するが、この「園児生活調査」の調査機関は高度経済成長期に重なっており、
戦後の復興期より大きく変化を遂げた時代の幼児の生活の実態記録である。絵本の分野におい
ては、戦前の総合絵雑誌の流れをくむ雑誌類や幼稚園、保育所などへの直接販売方式による保
育雑誌を除くと、絵雑誌や名作ダイジェストを中心とした安易な作りの大衆絵本が主流であっ
た。日本の絵本史の起点とされる絵本シリーズ「岩波の子どもの本」（岩波書店）が昭和28（1953）
年、月刊絵本「こどものとも」（福音館書店）が昭和31（1956）年の創刊を機に日本の絵本は
大きく発展する。すなわち絵本は「消耗品」ではなくなり、時代を超えて読み継がれる絵本が
生まれ、子どもの成長の過程においてなくてはならない「児童文化財」として認められるよう
になっていったのである。そして1970年代には「絵本の黄金期」を迎える。
　この「園児生活調査」が行われた15年間は「絵雑誌・大衆絵本」→「新しい絵本の出現と広
がり」→「絵本の黄金期」と日本の絵本状況の劇的な変化の時代でもある。
　また、幼児教育の分野においても、子どもの保育環境の整備が行われた。昭和23（1948）年
に刊行された保育要領を基に昭和31（1956）年、幼稚園教育要領が制定され、その後昭和39（1964）
年に改訂が行われた。「絵本」という語は昭和31年制定の幼稚園教育要領の中で初めて取り入
れられた。
　この「園児生活調査」を通して我々は二つの視点から子どもの生活環境を明らかにすること
ができる。一つは保育を担う幼稚園側の視点であり、もう一つは家庭の視点である。幼稚園は
調査票を通して新入園児の何が知りたいと考えていたのか、それを日々の保育にどのように生
かそうと考えていたのかが、質問項目から明らかになってこよう。そこから児童観や保育観も
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見えてこよう。また、質問に回答するのは新入園児の保護者である。記入時点（＝入園時）の
家庭の実態を回答するということは、幼稚園の保育を受ける前の家庭教育が反映されていると
いうことである。子どもの親たちは子どもに何を期待し、幼稚園教育に何を求めているのかも
明らかになるであろう。
　本稿では、多岐にわたる質問項目の中から読書環境に関わる質問の分析、検討を行い、家庭
や保育の場における読書環境、特に絵本の役割について考える。検討する項目は「どんな本を
与えていますか」「いつどんな時に見ますか」「読んできかせることが多い　少ない　全くない」
の3点である。
１．「園児生活調査表」の概容
　当園は、大正３（1914）年に開園し、昭和59（1984）年に閉園するまで70年に渡り地域の幼
児教育に貢献してきた。市内中心部に近い住宅地に立地し、比較的経済的に恵まれた教育熱心
な家庭の多い文教地区に位置する。園から徒歩10分のところには市立図書館がある。
　入手した「園児生活調査」はＢ４横版の印刷物を二つ折にして紐で綴じたものである。入園
時の年齢は３〜５歳、生年は昭和26（1951）年〜昭和44（1969）年である。集計可能な調査票
は483名分であった。調査票の書式は何度か改訂が行われ、全部で４種類の調査票が存在する。
昭和32（1957）年度当初の書式は「新入園児生活調査表」と題されている。左面には、氏名と
生年月日や家族構成、出産時とその後の発育状況、健康状態について尋ねる項目があり、食事
や間食、生活習慣、養育者に関する項目が続く。主に家庭環境、生育環境、養育環境について
の質問で構成されている。右面は、主に子ども自身の発達段階を訪ねる質問で構成される。衣
服の着脱、歯磨き、手洗いの習慣等について尋ね、文字や数の読み書きの習得状況に続き読書
に関する項目となる。その後「知っているお話」「知っているお歌」「好きなラジオ番組」が続
き、最後に「お子様の保育について幼稚園への希望」の記入欄と住所略図で構成されている。
 
「園児生活調査」昭和 35年版 
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　昭和33（1958）年に表題が「園児生活調査表」に改められ、左面の質問事項の一部が変更さ
れた。昭和35（1960）年の改訂では、読書に関する項目「いつどんな時に見ますか」に続けて
「読んできかせることが多い　少ない　全くない」という項目が加わった。昭和44（1969）年
にはそれまでは手書き印刷（謄写版印刷）であったが初めて活字が導入された。
　質問事項の「どんな本を与えていますか」「いつどんな時に見ますか」の回答方法は自由記
述であり、「読み聞かせの有無」は「多い　少ない　全くない」の３択となっている。
　この調査は、年度により若干の違いはあるものの、「新入園児生活調査表」の表題が示すよ
うに入園時に記入を求め、回収した調査票である。つまり、ここに記入された内容は入園時点
での子どもの様子、すなわち、幼稚園における保育内容の影響を受けていない時点のものであ
ると考えられる。
２．昭和30〜40年代の「絵本」環境の背景
　調査票の集計を行う前に、絵本や絵雑誌の当時の出版状況や絵本観、また公共図書館におけ
る児童サービスの実態や全国的に繰り広げられてきた読書運動や幼児教育など「絵本」環境の
背景を概観しておきたい。
　この時代の絵本に関する研究は、永田桂子が明治期より現代までの絵本観・玩具観の研究に
おいて論じている。鳥越信の編集による『はじめて学ぶ日本の絵本史』計３巻（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、
ミネルヴァ書房、2001〜2002年）は日本における最初の日本の絵本の通史である。また、三宅
興子の編集による『日本における子ども絵本成立史』（ミネルヴァ書房、1997年）においては
月刊絵本「こどものとも」発刊に至る背景を教育とのかかわりも視野に入れつつ論じている。
　絵本の歴史の時代区分は、1960年代、1970年代と西暦で区切って論じられることが多い。し
かし調査票には元号が使用されているので、ここでは元号を中心にしつつ西暦による区分も用
いて論じる。
２．１　絵本の出版状況、絵本観、背景－昭和30年代前半（1950年代後半）
　絵本と言えば低価格で大量生産されるいわゆる大衆絵本と保育雑誌のことを指していた。明
治、大正の頃より絵本は玩具の範疇にあり、消耗品と見なされてきた。その内容は昔話や名作
童話のダイジェスト、偉人伝の他、乗り物や動物をテーマにした年少児が対象の「ものの絵本」
や童謡絵本で、創作物語絵本はほとんど見られなかった。子どもはしつけられるべき存在であ
り、絵本はそのための道具と考えられていたのである。調査票には当時の出版状況を反映した
「したきりすずめ」「シンデレラ」「赤ずきん」「アンデルセン」「イソップ」等、民話や名作童
話の馴染みのあるタイトルが並んでいる。「のりもの」「どうぶつ」といった「ものの絵本」や
「童謡絵本」も多くの家庭で受容されていた。これらの本は、複数の出版社が同じ題材で出版
しており、回答欄に書かれたタイトルだけで１冊を特定することはできない。
　絵雑誌は明治後期から大正期にかけて次々と創刊され、昭和初期に至るまで、単行絵本を上
回る出版状況であった。「大正〜戦前の「絵本」は「絵雑誌」を指していうことが多かった」３
と永田桂子が述べているが、昭和30年代もまた「絵本」と「絵雑誌」は明確には区別されてい
なかったようである。たとえば、戦前に刊行が始まり現在も継続している小学館の雑誌「幼稚
園」には副題として「小学館の幼児保育絵雑誌
0 0 0
」（昭和29（1954）年７月号）と記される一方、
昭和36（1961）年２月号には「小学館の幼児教育絵本
0 0
」（いずれも傍点は筆者）と記されている。
ちなみに現在は「園児の生活知育学習誌」と記されている。
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　昭和20年代後半から30年代にかけて（1950年代初頭）は戦後のベビーブームで生れた赤ちゃ
んが幼児となり、絵本を手に取り始める頃である。保育絵雑誌や大衆絵本が大量に作られて次々
に売れて行った。絵本の出版社の多くは小出版社で、現存している所は少なく、出版点数など
全体像は不明である。絵本は玩具の一種と考えられていたと先に述べたが、これらの絵本は書
店ルートではなく玩具屋や雑貨屋ルートを介して流通していたという。やがて群小出版社は淘
汰され、講談社、小学館、トッパン、ひかりのくにといった大手出版社による大量出版へと移っ
ていった４。
　今回の調査票は群小出版社から大出版社への移行が進んだ頃の調査である。「どんな本を与
えていますか」の質問に対して出版社名を記入した回答も多く見られるが、「講談社」「小学館」
「トッパン」が挙がっている。小学館は、絵本、絵雑誌共に子どもたちの間に深く浸透していた。
　昭和28（1953）年に創刊された「岩波の子どもの本」シリーズは、海外の優れた創作物語絵
本の翻訳を主としたシリーズで、物語のおもしろさ、多様な画法、ページのレイアウトの仕方
など、それまでの絵本とは一線を画する「絵本」であった。このシリーズに刺激を受け、昭和
31（1956）年、福音館書店の松居直が月刊絵本「こどものとも」の刊行を開始し、日本の作家
による絵本作りに挑んだ。とはいえ、出版部数やその流通においては、依然大衆絵本や保育雑
誌が圧倒しており、当時の子どものいる家庭にはこれら新しい絵本の普及はすぐには進まな
かった。調査票においても昭和32（1957）年に「岩波の子どもの本」の回答が１件見られただ
けであった。
　保育の場である幼稚園では、絵本はどのように扱われていたのだろうか。
　昭和31（1956）年制定の幼稚園教育要領では、幼稚園教育の内容を１．健康、２．社会、３．
自然、４．言語、５．音楽リズム、６．絵画製作の６領域に分類した。
　「絵本・紙しばい・劇・幻燈・映画などを楽しむ」と領域「言語」の中の望ましい経験とし
て絵本が初めて取り入れられた。さらに絵本に関して「絵本を喜んでみる」ことを求めている。
　一方、前川貞子によれば、この幼稚園教育要領制定に伴って作成された奈良女子大学文学部
附属幼稚園の「指導計画」と「指導計画資料」において、月刊絵本数冊から幼児が１、２冊を
選んで家庭に持ち帰っていたこと、絵本は教材としてとりあげられておらず、童話の資料とし
て時に絵本があがっているだけである、と報告している５。つまり、子どもたちは童話を幼稚
園で読んでもらい、直販方式（店頭ではなく幼稚園に直接販売する方法で、多くの保育雑誌は
この販売方式を採用していた）で購入する月刊保育絵本を家庭で読んでいた。玩具扱いの大衆
絵本は保育の場にはそぐわないということであったと考えられる。
　つまり昭和30年代前半は、日本の絵本の歴史を塗り替えることとなる新しい絵本群が登場し
たものの、家庭や幼稚園など実際に子どものいる場においては、未だ普及が進まず、子どもた
ちはもっぱら大衆絵本と絵雑誌を享受していた時代であったといえる。
２．２　絵本の出版状況、絵本観、背景－昭和30年代後半〜40年代前半（1960〜70年代初頭）
　昭和30年代も後半に入ると、児童文学の興隆とともに絵本界も飛躍的な発展期を迎える。
　「岩波の子どもの本」や「こどものとも」に続き、海外の絵本の翻訳紹介や物語絵本の創作
がさらに進み、徐々に市民権を獲得し、新しい形の絵本が定着、普及していった時代である。
絵本は玩具や消耗品ではなく、子どものための「本」であるとの認識が共有され、『ぐりとぐ
ら』『おおきなかぶ』６『11ぴきのねこ』７等、今も読み継がれる絵本が生まれた。昭和35（1960）
年頃３割程度であった幼稚園就園率は昭和45（1970）年頃には5割を超えるまで増加する８。
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それに伴って直販方式の月刊保育絵本も増加した。また月刊絵本「こどものとも」の中から特
に優れたものが単行絵本「こどものとも傑作集」として出版された。『ぐりとぐら』や『おお
きなかぶ』もそのうちの１冊である。
　鳥越信は1960年代以降（昭和30年代半ば以降）の絵本の発展を示す指標として「（文も絵も
一人でかく）絵本作家」の登場」と「国際的評価」を挙げている９。加古里子、長新太等の絵
本作家がこの頃登場し、瀬川康男は昭和42（1967）年にブラティスラバ国際絵本原画展にてグ
ランプリを獲得した。これは日本人として初めての国際的な絵本賞の受賞である。
　福音館書店、岩波書店以外にも、こぐま社、ポプラ社、偕成社等、意欲的に創作絵本づくり
に取り組む出版社が現れた結果、昭和40年代後半に入ると「赤ちゃん絵本」や「民話絵本」等
のジャンルが成立し、絵本ブームと称される黄金期を迎える。全国で初めての子どもの本専門
店が名古屋市内には開店した。この黄金期の特徴は、①絵本が作り手の自己表現の場となった、
②絵本が大人の読者を獲得した時代であると捉えることができるが10、ここに来て絵本は単に
子ども向けの消耗品ではなくなったといえる。
　だが一方で出版点数の上では、昭和40年代には大衆絵本の出版も最盛期を迎え、24時間印刷
機を動かしても間に合わないほど売れたという報告がある11。戦後、ディズニー映画が公開さ
れると多くの出版社が「ディズニー絵本」を手掛けるなどメディアミックスの動きも見られる。
ディズニー絵本については、昭和39（1964）年に講談社が日本版独占契約を結び、大々的にシ
リーズ化することで子どもたちの間にさらに浸透していく。
　すなわち、これまでの絵本概念を打ち破る新しい絵本が生まれる一方、大衆絵本の受容も脈々
と続いていたのである。「講談社の絵本」「講談社の絵本ゴールド版」「講談社のディズニー絵本」
「集英社のゴールデンブック」「小学館の絵本」といったシリーズ名が調査票には並んでいる。
　幼稚園教育の分野では、幼稚園教育要領が昭和39（1964）年に改訂された。領域「言語」の
絵本に触れた箇所は以下の通りである。
４．絵本、紙しばいなどに親しみ、想像力を豊かにする。
（１）絵本、紙しばい、放送などを喜んで見たり聞いたりする。
（２）絵本、紙しばい、放送などを見たり聞いたりして、その内容や筋がわかるようになる。
（３）見たこと、聞いたこと、感じたことなどを紙しばいや劇的な活動などで表現する。
続けて、指導に当たっての留意点として、
「絵本および紙しばい、スライド、放送などの視聴覚教材を精選し、喜んで見たり聞いたりす
るような態度を養うとともに、幼児の経験を広め、豊かな情操を養うようにすること」
と書かれている。ここでは絵本は紙芝居や放送と並べ、「視聴覚教材」と捉えられている。
　さらに、この時代の子どもの絵本環境として、公共図書館の児童サービスの発展と全国に展
開された読書運動を見逃してはならない。図書館先進国であったアメリカで図書館学を学び、
新しい児童サービスの知識や方法を持ち帰った先達が、日本の図書館サービスに大きな影響を
与えた12。当園より徒歩10分ほどの地に立地する市立図書館では昭和30（1955）年に児童図書
選定協議会が発足し、昭和31（1956）年より児童室の館外貸出が開始されている。
　鹿児島県立図書館長であった童話作家椋鳩十の提唱により昭和35（1960）年に始まった「親
子20分読書運動」13は瞬く間に親子読書運動として全国に広がっていったことはよく知られて
いる。この運動はさらに増村王子らにより「家庭での読み聞かせ」運動へと発展し、「日本子
どもの本研究会」の発足につながる。「子どもと本の出会いの方法」「本との出会いをすすめる
方法」として、家庭で親が子どもに本をよんでやる活動である14。この他昭和40年代に全国的
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に大きな高まりを見せた文庫活動は、石井桃子の実践記録『子どもの図書館』（岩波書店、1965年）
をきっかけに広がっていった活動である。母親らが主体になって「子どもたちによい本を」を
合言葉に自宅や地域の集会所において本の貸出や「読み聞かせ」を中心とした活動を展開して
いった。
　「読み聞かせ」という表現自体には強制的、押付け的な響きもあり、その用語の使用には異
論もあるが、「家庭で親が自分の子どもに（絵）本を読む」という習慣が家庭における育児の
なかで、或いは保育施設で保育者が幼児に行う活動として重要なものであるという認識が生ま
れてきたのはこの頃であろう。
　すなわちこの時代は、新しい絵本つくりに意欲を燃やす出版社側と絵本と子どもを結びつけ
る読者側の活動が合致した時代であるといえる。
３．調査票の分析と考察「どんな本を与えましたか」
　調査票の読書に関連する質問項目３点について集計を行い、分析・考察を行う。
　記入年月日の記入漏れがあるため、全員がもれなく記入していた生年を基準に集計を行った。
そのため調査時点の年齢は４歳または５歳（３歳児がわずかに含まれる）ということになる。
また、自由記述の形式であるため、回答者の質問解釈の相違により回答方法が多岐にわたる。
たとえば「絵本」「童話」といった大まかなカテゴリーの回答もあれば、出版社名を記入した回答、
書名やシリーズ名の記入までばらつきがある。それら回答を「雑誌類」「ジャンル・テーマ」「シ
リーズもの」「個別タイトル」「その他」に分類した。
　誤字脱字も多い上、分類に迷う回答も見られた。例えば「童謡絵本」と記入されていても、
書名なのか叢書名なのか、或は「童謡が掲載された絵本」なのか判断がつきかねる。さらに同
書名の絵本はトッパン、講談社、小学館等数社から出版されている。分類方法を見直すなど今
後の課題にしたい。
（１）雑誌類：絵雑誌、保育雑誌等逐次刊行物
　調査票すべての時代を通して挙げられていたのは雑誌類である。中でも小学館の「幼稚園」
はいずれの時代にも圧倒的に人気が高く、合計149件の回答があった。テレビ番組やアニメな
どとタイアップした紙面作りがなされ、当時は５歳前後の幼児を対象としていた。昭和31（1956）
年に３〜５歳を対象とした「よいこ」が、続けて２〜４歳を対象とした「めばえ」が昭和34（1959）
年に姉妹誌として創刊されており、「よいこ」は77件、「めばえ」31件である。年齢別の編集を
行うことでさらに販路を伸ばしたということになる。テレビアニメや怪獣映画などその時代の
子どもに人気のあったキャラクターがふんだんに盛り込まれ、付録も充実しており、一方で学
習機能も備えた保育総合絵雑誌として、現在も継続する雑誌である15。
　小学館以外の雑誌で目につくのは「キンダーブック」（フレーベル館、昭和２（1927）年創刊）
38件、「たのしい幼稚園」（講談社、昭和31（1956）年創刊）26件、「よいこのくに」（学習研究
社、昭和27（1952）年創刊）21件等である。月刊絵本「こどものとも」は7件の記載があった。
その他1960年頃より目を引くのは、「科学大観」（世界文化社、昭和32（1957）年創刊）、「科学
ブック」（世界文化社、昭和34（1959）年創刊）、「こども科学館」（国際情報社、昭和36（1961）
創刊）、「こどもとしぜん」（ひかりのくに、昭和39（1964）年創刊）、「かがくのとも」（福音館
書店、昭和44（1969）年創刊）といった観察・科学系の雑誌である。この頃に創刊が相次ぎ、
子どもたちにも人気があったようである。特に「科学ブック」は17件もの記入が見られた。
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　瀧川光治は戦後の科学絵本の歴史を４つの時期に分け、時代の一つの転換期は1960年代中頃
から後半頃であるとしている。滝川の論考は単行の科学絵本についてであるが、この時代に科
学絵本というジャンルが市民権を得たことを指摘している16。当論考の中では「かがくのとも」
以外の雑誌には言及していないが、科学雑誌の相次ぐ創刊も科学絵本のジャンル成立と無関係
ではないだろう。雑誌は写真や絵を主としたページ構成で子どもたちを夢中にさせていた。
　その他雑誌名を挙げずに「月刊雑誌」といった表記もあり、多くの家庭で定期的に雑誌を購
入していたことが推察できる。単行絵本より安価で手軽に買える「本」として子どもたちの生
活の中に位置していたのである。
（２）ジャンル・テーマ
　「絵本」「童話」「漫画」「図鑑」などジャンルによるもの、「のりものの絵本」「どうぶつの本」「イ
ソップ」「アンデルセン童話」など扱うテーマを示したもの、「おとぎ話」「童謡」などの内容、
また「小学館の絵本」「福音館書店発行のもの」など出版社名の書かれた回答をこの項目に分
類した。
　昭和30年代前半には個別のタイトルの記載がほとんどなく、「絵本」「童話」「のりものの本」
といった大まかな記述に終わり、この分類項目が大半を占めた。グリム、イソップ、アンデル
センのような作家名や講談社、小学館といった出版社名の記載にとどまっている。
　「絵本」は61件、「童話の絵本」「動物の絵本」のような「○○絵本」の回答は99件で合計160
件となる。「乗物」や「動物」をテーマとしたものの絵本は合わせて41件であった。昔話や名
作ものとして「グリム」６件、「アンデルセン」８件、「イソップ」15件が上がり、出版社名の
記入は「講談社」９件、「小学館」９件、「福音館書店」３件、「集英社」１件であった。福音
館書店がはじめて手がけた翻訳絵本数冊は石井桃子らの家庭文庫研究会が編集に携わったが
「福音館家庭文庫研究会の本」との回答が1件見られた。これは子どもの読書に強く関心をも
つ家庭が存在したことを示している。
　ここに記された「絵本」はほとんどが大衆絵本であったと考えられる。特に昭和30年代前半
の回答は「絵本」「童話」「単行本」「乗物」のようにその内容にまで言及しないものが多いが、
「ストーリーのある本」「児童教育絵本」「各国名作」「新聞、雑誌、店頭で親がみて良いと思っ
た本」と年代が下るにつれどんな
0 0 0
本かといったこだわりが見られるようになっていく。これは
子どものために本を選ぶという意識の変化が芽生えてきたということであろう。
　この他「図書館から色々お借りしたもの」という回答があった（昭和42（1967年）。公共図
書館サービスが利用されていたことを示している。
（３）シリーズもの
　「講談社の絵本」「講談社の絵本ゴールド版」「講談社のディズニー絵本」等講談社発行のシリー
ズはすべての年代にわたって記載されており63件と他を圧倒する。その他「トッパン童謡全集」
「集英社のゴールデンブック」「小学館の絵本」といった大手出版社のシリーズも見られる。「岩
波の子どもの本」は創刊直後の昭和32（1957）年より記載があり、計６件である。昭和40年代
（1960年代後半）になると、他の出版社のシリーズものも増え、多様性が見られるようになる。
福音館書店のブルーナのうさこちゃんのシリーズ「子どもがはじめてであう絵本」４件、至光
社の「おはなしのえほん　こどものせかい」、世界文化社の「あいうえおブック」などであり、
40数年経た現在も読まれているシリーズが増えてくる。
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　先に述べたようにディズニー絵本は昭和39（1964）年に講談社が独占契約を結び、「講談社
のディズニー絵本」「ディズニーブック」「講談社のディズニー名作絵話」等数種類のディズニー
絵本シリーズを刊行したが、15件の回答があった。
　また、絵本ではなく童話集の記載も見られる。「世界絵童話全集」（講談社）、「幼年世界文学
全集」（偕成社）等である。これら童話集には、アンデルセン童話、グリム童話、イソップ寓
話をはじめ、内外の文学作品、児童文学作品が網羅されている。
　回答に挙げられたシリーズものは統一された体裁のものがほとんどで、一見して何のシリー
ズの本であるかわかる。岩波の子どもの本も統一規格であったし、ブルーナのシリーズは原書
に即した体裁ではあったが小型正方形で原色のカラフルな見かけである。「世界傑作絵本シリー
ズ」（福音館書店）など統一規格ではないシリーズものは、個別のタイトルとしては書名が挙がっ
ているので、シリーズとして認識されていなかった可能性がある。
（４）個別タイトル
　『ぐりとぐら』『うさこちゃんとどうぶつえん』といった特定可能な創作物語絵本のほか『シ
ンデレラ』『おやゆび姫』等民話や童話がタイトルとなっているが複数の資料が考えられ、図
書が特定できないものも含んでいる。
　昭和30年代前半（1960年頃）以前と以降で様相が非常に異なるのがこの分類項目の特徴であ
る。前半は個別のタイトルでの記入はごくわずかで、昭和33年度の調査票には書名を記入した
回答が見られなかった。ところが30年代後半に入ると、書名の記載が一挙に増える。家庭にお
いて絵本に対する意識の変化が生まれてきたと思われる。
　内容を①大衆絵本、②ディズニー絵本、③創作物語絵本、④その他に分けてみておきたい。
①大衆絵本：
　挙げられた書名の大半が民話や童話で、講談社はじめ大小複数の出版社が名作ダイジェスト
絵本として刊行していた大衆絵本と考えられる。特に多いのが『したきりすずめ』『かちかち山』
などの日本民話25件をはじめ、『三びきのこぶた』『白雪姫』等外国の昔話24件、『おやゆび姫』『み
にくいあひるの子』等のアンデルセン童話やイソップ寓話、『ガリバーのぼうけん』『セロひき
のゴーシュ』であった。その他『どうよう』『どうぶつ』など童謡やものの絵本も挙げられていた。
②ディズニー絵本：
　「ディズニーの『眠れる森の美女』」のようにディズニーの名前を挙げた回答がある一方、『シ
ンデレラ』『白雪姫』等は、タイトルだけではディズニー絵本なのか他の名作絵本なのかどう
か判断がつかない。『ピノキオ』『ダンボ』『クマのプーサン』『ジャングルブック』等はディズ
ニー絵本であると思われる。
③創作物語絵本：
　書名がはじめて特定のできた創作物語絵本は、昭和36（1961）年の調査に記載された『支那
の五人兄弟』（シナの五にんきょうだい）と『百万匹の猫』（100まんびきのねこ）である。い
ずれも同年はじめて福音館書店から発行された翻訳絵本である。福音館書店は、「こどものとも」
創刊のあと、海外絵本の翻訳出版を手掛けて、昭和36（1961）年に「世界傑作絵本シリーズ」
として数冊の絵本を刊行した。上記２冊はそのラインナップの絵本であり、創刊直後に早速子
どもの手に渡っていたことになる。その他特定可能な創作物語絵本は全部で１４件である。『ぐ
りとぐら』は３件の記載があった。またここに記載された創作物語絵本はどれも福音館書店と
岩波書店の絵本であった。
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④その他：
　『光文社カッパコミックス　鉄人28号』『光文社カッパコミックス　鉄腕アトム』、『ブーフー
ウーの絵本』『ウルトラマン』等、当時放映されていたテレビ番組の影響を受けた絵本の回答
が見られた。
（５）その他
　特定ができず、雑誌名か、書名か、叢書名かの判断もつかなかったものの他、昭和33（1958）
年の調査（昭和28年生まれ）には「小学校１年生の教科書」という記載が見られた。「その他
図書館も利用」という回答もここに含めた。
４．調査結果の分析と考察「いつ、どんな時に見ますか」「読み聞かせ」の有無
　質問項目「いつ、どんな時に見ますか」は先立つ質問項目「どんな本を与えましたか」に続
くものである。
　「どんな本を与えました
0 0 0 0 0
か」と「読んで聞かせる
0 0 0 0 0 0 0
ことが・・・」（傍点筆者）傍点部はどちら
も子どもの意思には関係なく大人から子どもに対して一方的に行うイメージを喚起させる表現
である。「親から子に与え」たり「読んで聞かせる」のは、「親子で楽しむ」という共感の姿勢
ではなく、教材として、教育の一環として教え込むような意識が反映されていると言えよう。
　また、「いつ、どんな時に見ます
0 0 0
か」（傍点筆者）という質問の「（本を）見る
0 0
」という表現
は絵本を絵が主体で眺めるもの、子ども自身が行う行為である。回答欄にも「気が向くと見ます」
「寝る前に見る」等、「見る」という表現が使われている。「見ますか」の質問に呼応しての回
答ではあるが、49件であった。松居直は「絵本は大人が子どもに読んでやる本です」と随所で
述べ17、大人と子どもの関わりの重要性を説いている。「絵本を見る」という行為に大人の関
わりは感じられない。昭和31（1956）年の幼稚園教育要領の「言語」には、「絵本を見ようと
する興味が出てくる」「絵本を喜んで見る」と書かれている。昭和39（1964）年の改訂版にも「絵
本を見る」という表現が使われ、視聴覚教材の一つとしてとらえていることはすでに述べた。
幼児の絵本との出会いに関して大人の積極的関与の必要性は意識されていなかったのだと推察
される。
　また、「読んで聞かせること」に関する質問は先に述べたように昭和35（1960）年版の書式
より登場したが、この書式の使用は昭和35年度は４歳児のみで、５歳児はそれまでの書式を使
用している。翌昭和36（1961）年度より５歳児にも使用されるようになった。そのため集計の
対象とした調査票は377名分となった。
　２−２で述べたように、「読み聞かせ」の啓発活動は昭和30年代後半より全国に広がっていっ
た。この「読み聞かせ」という表現を用いた最も古い印刷物は昭和42（1967）年の『聞く読書
から読む読書へ』（増村王子、代田昇編、国土社）のまえがきであるということである18。本
調査票に取り入れられた質問にも「読み聞かせ」という用語は使っていないが、子どもが家庭
において大人に本を読んでもらうことが望ましいという認識があってこそ取り入れられた質問
であると考えられる。昭和35（1960）年の時点で親子読書運動が当園に影響をもたらしていた
かどうかは現時点では不明だが、この行為の意義を認めていたからこその設問であり、幼稚園
の教員らの見識が高かったことが推察される。
　調査票の回答は、一日の中の特定の時間（「夜寝る前」「食後」「買って来た時」「兄姉の勉強
時」）や特定の場面（「雨の日」「病気の時」「遊ぶ友だちのいない時」「外で遊べない時」「たい
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くつした時」「遊びあきた時」の他「気の向いた時」）の記入が多く見られた。また、「母親の
手のあいた時々読んでやる」「祖父のひまのある時」「おばあちゃまに読んで貰う」「父親と一
緒の時」のように家族に読んでもらう機会をもつ子も見受けられる。「読み聞かせ」という表
現は回答には見られず、「読んで聞かせる」「読むことを頼む」「読んでやる」「読んでもらう」
「○○に読ませる」という行為を記述している。これらの表現を使った回答は16件あったが、
それ以外にも「母の手の空いているとき」「祖父のひまのある時」のような回答から子どもは
読んでもらっている姿が推測できる。読むのは母親が大半だが、父親が読む家庭もある。一方
で「忙しい時を理解させて一人でよませる」という回答もあった。テレビ放送は昭和28（1953）
年に開始され、昭和34（1959）年の皇太子結婚を機に家庭への普及が一気に進んだと言われる。
だが、この調査の回答にテレビ普及以前と以後に大きな違いは見られない。
　「読んで聞かせることが多い」の回答は377件中190件であった。「少ない」が146件、「全くない」
が３件、無回答31件、それ以外に「時々」「自分で読む」「兄姉はよく読んで聞かせる」等選択
肢以外の回答が７件であった。全体として約半数の家庭で子どもは絵本をよく読んでもらって
いることが明らかになった。この数値は調査年による大きな相違は見られなかった。また「与
えた」本の内容（種類）と「読み聞かせ」の有無にも（今後精査は必要だが）相関性は見られ
ない。
５．おわりに
　「園児生活調査」の分析と検討を通して明らかになったことを以下の３点についてまとめて
おきたい。
　第１は、絵本の出版の歴史と家庭における受容の関係についてである。消耗品とは異なる新
しい絵本がこの時期に出現するが、それらが普及するにはある程度の時間を必要とした。その
一方で、安価で手軽に買える大衆絵本の大量出版は継続し、家庭ではこれらを専ら購入してい
た実態が明らかになった。
　第２は、子どもや絵本に対する幼稚園側の意識についてである。「大人が絵本を与え、読ん
で聞かせる」という質問文からは「子どもに善き教育を与え、しつける」という教育観を読み
とることができる。また絵本を「見るもの」「視聴覚教材」としてとらえていた。当時の幼稚
園教育要領を踏まえたものであったとは思うが、実際そのような保育方針が取られていたこと
が明らかになった。
　第３は、絵本に対する家庭の意識である。家庭においても「絵本は見るもの」と考えている
親が多かったし、ゲームやビデオのない時代に子どもが退屈した時に「見る」玩具という捉え
方をしていた。だが、中には新しい絵本の情報を獲得し、刊行されるやいち早く購入している
姿も見えた。子どもの本に対する関心の度合いの差には大きな開きがあることがわかった。
　本稿のはじめにおいて今の大学生で『ぐりとぐら』を知らない学生はほとんどいないと述べ
た。さらにどこで読んだか尋ねると、自分で持っていたという学生と幼稚園や保育園で読んで
もらったという学生とに分かれる。50年前との違いがここに現れていると言えよう。たとえ家
庭に絵本環境がなかったとしても、子どもは保育の場で絵本に出会うことができるようになっ
た。保育が子どもの絵本との出会いに果たす役割は非常に大きい。絵本の発展と共に50年かけ
て幼稚園や保育園もまた子どもと絵本をつなぐ場として成長してきたのである。
　今回は調査票の分析を中心に検討したが、今後は調査票の背景となる資料をさらに求め、子
どもと絵本との出会いについての研究を進めていきたいと考えている。　
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１　中川李枝子文、大村百合子絵、福音館書店、1963年
２　 後に示すように、この調査の表題には「調査表」と記されている。しかし本来「調査票」の表記が正しいと
考え、資料そのものを指すときは「調査票」の表記を使用する。
３　永田桂子『絵本という文化財に内在する機能』風間書房、2013年、p.34
４　上掲書
５　 前川貞子「Ｎ幼稚園（奈良女子大学文学部附属幼稚園）の事例」、『日本における子ども絵本成立史』（三宅
興子編）ミネルヴァ書房、1997年、p.263
６　Ａ．トルストイ再話、内田莉莎子訳、佐藤忠良画、福音館書店、1962年
７　馬場のぼる著、こぐま社、1967年
８　政府統計「学校基本調査」年次資料、2014.8.7公表
９　鳥越信編『はじめて学ぶ日本の絵本史Ⅲ』ミネルヴァ書房、2002年、p.146
10　拙稿「一九七〇年代の絵本」上掲書所収、p.168
11　中西美季「大衆絵本の動向」上掲書所収
12　渡辺茂男や松岡享子らがいる。
13　「母と子の20分間読書」として昭和34年に試行、翌年県が「親子20分間読書運動」として本格的に推進した。
14　波木井やよい『読み聞かせのすすめ』国土社、1994年、p.13
15　 現在は、「ベビーブック」（１，２，３歳対象）、「めばえ」（２，３，４歳対象）、「幼稚園」「（３，４，５，６歳対象）
に統合されている。「幼稚園」の内容は「３〜６歳のちびっ子が大よろこびの、スーパー戦隊やポケモン、
ライダーなど、人気者たちの記事がぎっしり！　また、おもちゃの完成品など、毎号ごうかな付録も見のが
せないです！　小学館の通信講座・ぷちドラゼミによる、もじ・かず・ちえのコーナーでおけいこもカンペ
キ！」（小学館HP　2014年９月号）」ということである。
16　瀧川光治「科学絵本の五〇年の歴史」、鳥越信前掲書所収、p.239
17　 『絵本とは何か』日本エディタースクール出版部、1973年はじめ、様々な著書や講演、インタビュー等で述
べている。
18　 このまえがきを執筆した松尾弥太郎の著書『親子読書入門』（あすなろ書房、1967年）にも目次に「本の読
み聞かせ方」等の表現が用いられている。本を読み聞かせることが重要である」ことが強調されている。
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生年度 調査年 人数
幼稚園9 たのしい幼稚園4 キンダ―ブック11 子供雑誌 よいこの国9
楽しい一年生 小学１年生３ こどもくらぶ2 ひかりのくに 幼年クラブ
幼倶 幼稚園雑誌
絵本3 童話5 単行本 童話の絵本 おはなしの本
漫画 講談社の単行文 講談社の幼稚本 講談社のおとぎばなし
シリーズも
の3 小学館の学習図鑑 講談社の絵本4 岩波の子供の本
個別タイト
ル どうよう サヾエサン
雑誌類
２ 幼稚園２ キンダ―ブック
カテゴリー・
テーマ1 童話集
個別タイト
ル したきりすゞめ シンデレラひめ
不明 なかよし幼稚園
幼稚園15 キンダ―ブック4 よいこのくに6 ひかりのくに絵本 よいこ3
たのしい幼稚園2 姉の小学館雑誌 姉の雑誌 こどものとも 化学大観の、動物、昆虫、魚貝など
絵本7 童謡2 単行本 昔噺 童話5
漫画2 おとぎばなし 主に乗物の絵本を好みました のりもの・乗物2 講談社
イソップ物語 グリム童話
シリーズも
の3
講談社の仲よし絵
本幼年むき（１～３
０）
講談社の絵本2 トッパン童よう全集
その他 小学校１年生教科書
幼稚園８ キンダーブック よい子のくに２ よい子4 たのしい幼稚園3
幼児月刊雑誌 ひかりのくに
絵本5 童話5 童画 おとぎ話の絵本 御伽噺
育児絵本
絵本から始め現在
はストーリーのある
物を与えて居ます
数の本 乗物4 動物2
イソップ アンデルセン イソップ絵本 昆虫図鑑 鳥類図鑑
日本と西洋の神話 小学館の童話絵本
シリーズも
の
5
主に講談社、小学
館の幼児用絵本
講談社のゴールド
版２
世界童話名作選の
中から、講談社の
幼児絵本
講談社の絵本4
白ゆきひめ 三びきの子ぶた ブレーメンの音楽隊 金のがちょう 赤づきんさん
童謡絵本2
その他
幼稚園6 よいこ4 たのしい幼稚園3 キンダ―ブック5 こばと
幼稚園ブック
乗物の本 絵本2 雑誌 物語の絵本 図鑑
動物の本 まんが 童話3 童話絵本 講談社の本３
小学館、講談社等
発行の絵本 小学館の名作物
シリーズも
の３
講談社絵本（年令
別、たのしい）
童話集（小学一、二
年用） 小学館の絵本
個別タイト
ル２ やさしいぬりえ 童謡絵本6
幼稚園14 キンダ―ブック3 科学ブック4 こばと8 よいこ9
たのしい幼稚園2 よい子のくに ひかりのくに こどもの友 めばえ
まんがの本 絵本4 育児絵本 幼児の絵本3 動物の絵本2
子供読物 数のえほん ごくやさしい童話 おとぎ話の本 幼稚園で頂く本
イソップ物語 浜田広介のおはなしの本 講談社
講談社ゴールドバ
ン
講談社のディズ
ニー絵本2
集英社のゴールデ
ンブック（まんが）2 講談社の絵本6 小学館の絵本
ゴールド絵本
1952
(S27)
1957
(S32.6)
３名
分　類 タイトル
凡例：雑誌類（絵雑誌等）・カテゴリー（内容、形態）・テーマ（グリム童話、動物の本等、出版社表記も含め
る）・シリーズもの・個別タイトル（タイトル名表記の物。昔話等必ずしも特定の1冊とはならない）
数字は件数
1951
(S26)
1957
(S32)
30名 雑誌類
１２
カテゴリー・
テーマ７
1953
(S28)
1958
(S33)
34名
雑誌類10
カテゴリー・
テーマ
12
個別タイト
ル６
１才頃より動物、のり物、植物等の絵本を与え始め、キンダ―ブック、名作童話絵本、紙芝居等を与えてい
る。主として色彩の良い物を選んでいる
1955
(S30)
1959
(S34)
1960
(S35)
1961
(S36)
22名 雑誌類
6
カテゴリー・
テーマ1２
1954
(S29)
1959
(S34)
1960
(S35)
36名 雑誌類
7
カテゴリー・
テーマ17
1956
(S31)
1960
(S35)
1961
(S36)
1962
(S37)
45名 雑誌類10
カテゴリー・
テーマ13
シリーズも
の6
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しらゆきひめ ディズニーの「眠れる森の美女」 支那の五人兄弟 百万匹の猫 ジャックと豆の木
セロひきのゴーシュ シンデレラ のりもの2 うらしまたろう ヘンゼルとグレーテル
童よう絵本
不明 幼児園
幼稚園12 キンダ―ブック3 よいこのくに こばと9 こどものとも2
めばえ3 よいこ５ たのしい幼稚園3 雑誌 科学ブック4
こどものせかい たのしい一年生 科学雑誌 チャイルドブック2 ペコちゃん
童話7 物語絵本 マンガ 絵本2 童謡2
自動車等の簡単な本汽車のえほん 動物絵本 のりもの ひらがなの本
数の本 福音館家庭文庫研究会のえ本
幼児百科 昆虫図鑑２ 岩波の子どもの本2 講談社の絵本3 日本少女文学全集
ディズニー絵本2 はまだひろすけ集 世界童話全集
個別タイト
ル3 おやゆび姫 三匹の子ぶた 赤頭巾
幼稚園12 よいこ9 よい子のとも めばえ4 ことり
科学ブック3 こどものとも こども科学 たのしい幼稚園3 キンダ―ブック2
こばと3 ひかりのくに1 ぺこちゃん
幼児絵本 えほん６ 童話絵本3 日本の昔ばなしの絵本 動物画集
お伽話3 日本昔話2 童謡集 まんが 主としてお話の単行本
動物の本 動物ものがたり のりものの本2 ディズニー全集 ディズニー漫画絵本
グリム アンデルセン童話2 集英社 ひかりのくに 小学館3
シリーズも
の4 講談社の絵本2 世界絵童話全集 ディズニー絵本4 イソップ童話集4
３びきのくま ピノキオ おやすみなさいのほん ダンボ 童謡絵本3
桃太郎 一寸法師 浦島太郎
不明 星の子
幼稚園13 よいこ10 科学ブック４ めばえ3 ディズニーランド
よいこのくに キンダ―ブック ペコチャン こども科学館 たのしい幼稚園
小学一年生 こばと マーガレット ことり
昔話の本 童話2 絵本6 童話絵本 幼児絵本
ストーリーのある本 マンガ 乗物の本 乗物、動物などののっている本 ディズニーのお話
グリム童話2 兄・姉の持ってゐる本
岩波の子供のえほ 幼年世界文学全集 講談社の絵本4 講談社のディズ 小学館の絵本
イソップ童話集2 アンデルセン童話
どうぶつ みにくいあひるの子 桃太郎 のりもの どうぶつの赤ちゃん
アリとキリギリス 花咲じじい うらしま太郎 おむすびころりん
イソップどうわ 舌切雀 童よう絵本2
不明 めざめ ディズニーブック
幼稚園15 よいこ5 めばえ7 こばと ことり
少年 小学一年生 月刊マンガコミックスよいこのくに 科学ブック5
テレビ絵本 ソノシート（歌と物語）お話の本 うたの絵本 レコード絵本
絵本5 童話3 童謡 児童教育絵本 色々なおとぎ話の本
くいづの本 お話しの本 教育漫画 マンガ 話の絵本
動物の絵本 乗物の絵本 図鑑シリーズ 自動車のグラフ アンデルセン
いそっぷ物語3
あいうえおブック 幼年絵童話全集 講談社テレビ絵本 講談社の絵本5 なかよし絵文庫
講談社ブック こども百科 マザー読本 ディズニーブック（絵本） 小学館の絵本2
個別タイト
ル4
光文社カッパコミッ
クス鉄人２８号
光文社カッパコミッ
クス鉄腕アトム クマのプーサン どうよう絵本
不明 チャイルド
幼稚園9 よいこ10 ことり3 めばえ8 よいこのくに
ひかりの国 科学ブック
童話 童よう 図鑑 童話集 絵本4
幼子絵本 絵が多い本（特に自動車の絵がすき） 動物 のりもの かず
シリーズも
の4 講談社の絵本2 あいうえおブック2
子供が始めてであ
う絵本 小学館の絵本
さるとかに かちかち山 あかずきん おやゆび姫2 ピノキオ
白雪姫 一寸法師
個別タイト
ル11
1957
(S32)
1961
(S36)
1962
(S37)
1963
(S38)
34名
雑誌類15
カテゴリー・
テーマ12
シリーズも
の8
1958
(S33)
1962
(S37)
1963
(S38)
1964
(S39)
40名
雑誌類13
カテゴリー・
テーマ20
個別タイト
ル8
1959
(S34)
1963
(S38)
1964
(S39)
1965
(S40)
36名
雑誌類15
カテゴリー・
テーマ12
シリーズも
の7
個別タイト
ル13
1960
(S35)
1964
(S39)
1965
(S40)
1966
(S41)
37名
雑誌類10
カテゴリー・
テーマ21
シリーズも
の10
1961
(S36)
1965
(S40)
1966
(S41)
1967
(S42)
30名
雑誌類7
カテゴリー・
テーマ10
個別タイト
ル7
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不明 おはしの絵本
幼稚園4 めばえ たのしい幼稚園3 よいこ6 科学ブック2
こどもとしぜん キンダ―ブック ことり4 ディズニーランド
子供読物（物語） 幼児用絵本 絵本４ 童画 童話2
物語絵本 童話（幼児向小学館） のりもの どうぶつ
乗物の絵本、特に自動
車の絵本
ディズニー イソップ等絵本 小学館の本
講談社の絵本ワイ
ド版 ＡＢＣブック あいうえおブック
世界の童話（小学
館）2 岩波の子供の本
講談社の絵本
いやいやえん シンデレラ ピノキオ かぐや姫 シラユキ姫
おはなしだいすき アンデルセン童話（すヾの兵隊） むくどり ももたろう かちかちやま
あかずきん きんたろう いっすんぼうし 小さなさかな ブーフーウーのえほん
童謡絵本
その他 その他図書館も利用
幼稚園8 よいこ7 ことり２ こどものとも めばえ3
月刊雑誌 科学ブック キンダーブック こどもの世界
絵本９
図書館から色々お
借りしたものー童
話、漫画も少々
マンガ 童話2 育児絵本
えほん（どうわ） 動物の絵本 テスト形式の本 姉の読んでる本 水？昆虫等
日本むかし話 広介童話 グリム童話 イソップ2 アンデルセンの童話絵本３
福音館 ディズニーマンガ
岩波の子どもの本
シリーズ
講談社の絵本ゴー
ルド版
至光社のこどもの
世界（ほえるらいお
ん、かーくとぷーく
子供が始めて出合
うえほん アイウエオブック4
双百合ではチャイ
ルドブックゴールド
ぐりとぐら チビクロサンボのぼうけん 金太郎２ ガリバーのぼうけん 子ぶた
白雪姫 シンデレラ姫 パーマン さるとかに おやゆび姫
ダンボ ゆびっこ ももたろう ちいさいおうち しんせつなともだち
うさこちゃんとどうぶ
つえん ちびくろさんぼ
幼稚園6 めばえ よいこ３ ことり たのしい幼稚園
毎月の雑誌 キンダ―ブック
幼児用絵本 絵本２ 童話全集 絵話 世界の童話
童話絵本 各国名作 おとぎ話の本 童話２ 民話
童話、雑誌等、姉
の本を主に見てい 兄の読んだ本 世界の絵話 のりものの本２ 動物絵本
イソップ３ グリム童話 アンデルセンの童
あいうえおブック ＡＢＣブック 世界の昔話シリーズ
ディズニー名作絵
話
「子供がはじめてであう
絵本」（福音館）
講談社の絵本 ディズニー絵本２
個別タイト
ル5 ウルトラマン さるかに合戦 ももたろう
「今夜のおはなしな
あに」、コンサート
ブック
童謡絵本
雑誌類5 幼稚園10 たのしい幼稚園 福音館の科学のとも２ キンダーブック２ よいこ
レコード付絵本 日本の昔話２ 童話３ テレビ漫画物 絵本2
むかし話2 童謡 姉の本 マンガ 童話（動物の絵話）
動物　絵本 動物の本２ 怪獣の本 小学館から出ている雑誌や本 イソップ物語2
乗物の物語 福音館発行の本は多く与えました
シリーズも
の3 講談社の絵本 学習百科 あいうえおブック2
ジャングルブック クマのプーサン しんでれらひめ2 白雪姫 ちびくろサンボのぼうけん
わんわん物語 ぐりとぐら 101匹わんちゃん大行進
雑誌類 幼稚園6 よいこ キンダーブック2 かがくのとも こどものとも
世界のむかし話 童謡マンガ のりものの絵本から物語まで 乗物 ディズニーもの
しらゆきひめなど物
語になってる絵本
新聞、雑誌、店頭で
親がみて良いと
思った本
1962
(S37)
1966
(S41)
1967
(S42)
1968
(S43)
30名
雑誌類9
カテゴリー・
テーマ13
シリーズも
の6
個別タイト
ル16
1963
(S38）
1967
(S42)
1968
(S43)
32名 雑誌類10
カテゴリー・
テーマ17
シリーズも
の6
個別タイト
ル17
1964
(S39)
1969
(S44)
1970
(S45)
30名 雑誌類7
カテゴリー・
テーマ18
シリーズも
の7
1966
(S41)
1971
(S46)
1972
(S47)
17名
カテゴリー・
テーマ6
1965
(S40)
1969
(S44)
1970
(S45)
1971
(S46)
25名
カテゴリー・
テーマ17
個別タイト
ル8
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ドレミファブック 原色科学ブック ふろーら 子どもがはじめてであう絵本 ABCブック2
こども百科 ディズニー絵話
個別タイト
ル2 ぐりとぐら うらしまたろう
その他 自分で読めないが兄の本をみる
1967
(S42)
1972
(S47) 1名
カテゴリー・
テーマ2 名作絵本
主に福音館書店発
行の物
1968
(S43)
1972
(S47) 1名
カテゴリー・
テーマ1 怪じゅうの本
シリーズもの7

